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「ベストエフォートは品質がなんとなく良くない」と思われ

がちですが、本当にそうなんだろうか、「最上の（best）努力

（effort）」なのだから、「あらゆる力を尽くしてパケットを運

ぼうとするインターネット」ではないかと考えています。

インターネットが驚異的につながっていくネットワーク

であることは既に申し上げました。だからこそ、そのセキュ

リティを守ることは難しい課題です。インターネットを利

用するにあたり、ウィルスやスパムメールがあるというこ

と、また、驚異的につながるものを制限しない利点が、逆

に危険性をはらむという事実を理解した上で一人一人が何

をすべきかを考えて利用する、ということに尽きます。そ

れに対してプロバイダ側はいろいろなお手伝いをしますし、

セキュリティを確保する技術も提供します。だからといっ

て裸で歩いていいということではありません。その自覚を

各自が持つことが一番重要です。

現在、P2Pがさまざまな問題になっています。しかし問

題の本質は、「流す情報をコントロールできないこと」と

「トラフィックの流れが最適化されていないこと」にありま

す。グローバルなインターネットには「ローカル」という

概念がないため、物理的に近い場所から同じコンテンツを

持ってくる良い仕組みがなく、帯域が非効率的に使われる

事象が起こります。しかし、これはftpでもNetNewsでもそ

うでした。その時々の主要なトラフィックを最適化しよう

という努力は我々プロバイダが常に行ってきたことです。

ポイントはいかにネットワークのリソースを効率よく使う

ように全体をコーディネートすることではないか、と考え

ています。

運用の立場からも、サービス提供側の立場からも、「お金

を出してインターネットを成長させてくれた人＝利用する

人が幸せにならなくてはいけない」があるべき姿であり、

その観点で「ネットワーク利用者」が常にステークホルダー

であると思います。理想論に聞こえるかもしれませんが、

この根底には「インターネットは皆で作っていくものだ」

という気持ちが中に含まれています。

世の中のトラフィックが爆発しているという話、それに

絡んで、その悪の権化がP2Pであるかのように言われてい

ますが、「それの何が悪いのか」というのが私の実直な質問

です。P2Pで何か悪いことが起きているように皆が思って

いる節がありますが、そこに正当な情報が流れている可能

性も当然あります。今は技術的にトラフィックの中身を見

て遮断ができますが、そうだとしても本当に遮断していい

トラフィックかどうか誰も判断できません。だとすると本

来事業者は全部を流すべきであって、トラフィックが爆発

したから圧縮するという方向性は少しおかしい気がします。

こういったネットワークの使い方も一つの文化です。

また「遅い」という話も出ています。日本のプロバイダ

は、相対的にリッチな回線を持っています。ですから「遅い」

現象が一体どこで起きているのかを検証すると、エッジや

LANの中であったりします。バックボーン、いわゆるイン

ターネットと呼ばれているコアの部分はさほど問題になっ

ていないことが多いのです。「パレートの80対20の法則」を

聞いたことがありますか。これをインターネットに当ては

めると、「全体のトラフィックのうち、P2Pのトラフィック

が8割、残り2割が一般トラフィック」であり、「そしてその

2割を8割の人が使っている」と統計的にも言うことができ

ます。ここから導き出されることは、「社会の経験則で考え

てもインターネットは全体的にうまく動いていると判断で

きるのではないか」ということではないでしょうか。考え

なければいけないのは、エッジで混んでいるものをインター

ネット全体の問題ととらえる人の方かもしれません。

新サービス創出の可能性は第一に「サービス事業者の想

像力」にかかっています。ユーザーは、「今のサービスで満

足している」と言いつつも新サービスが出ると飛びつきま

す。それは事業者が潜在的にあるシーズをユーザーとの対

話の中で敏感に感じ取り、新サービスとして具現化してい

るからです。新たなニーズやサービスはこのように発掘さ

れ、実現していきます。インターネットはインターコネク

トしていくことによりネットワークが形成されていますか

ら、全てがグローバルです。どういうサービスがどの範囲

で提供されるかは、サービス提供側と提供される側の相互

関係において決まっていくことであり、最終的に利用する
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2.0を考えるにあたり「そもそも1.0は何か」を考え、原点

に立ち戻ると、「P2P」の概念こそがインターネットの本質

であると思う気持ちを強めています。「つなぐ人＝提供側」

「つながる人＝提供される側」という関係はなく、皆が対等

に線をつなぐことでネットワークが形成されている以上、

全てはP2Pから始まっています。一度送り出したパケット

に対してボーダーはなく、どこにでも驚異的に運ばれるの

がインターネットの強みです。IPのプロトコル自体にはISP

とISPの境目もなく、国毎の境目もありません。ISPはユー

ザーに対して「インターネットの接続をさせてあげている」

のではなく、「インターネットのコア部分の運用代行をして

いるのだ」、そもそも最初はそのような気持ちで始めた気が

します。

この「ボーダーレス」の考え方の他に、「ステューピッド

ネットワーク」「エンド・ツー・エンド」「ベストエフォート」

という考え方が私の原点となっています。「ステューピッド

ネットワーク」は、ネットワークは余計なことを何もせずに

パケットをしっかり運べということです。また、「エンド・

ツー・エンド」は、やりたいことはエンド同士で実現しな

さいということになります。ネットワークが余計なことを

しない環境下で、エンド・ツー・エンドで制御し、アプリ

ケーションを作り、コンテンツをマッシュアップする、そ

ういうことが自由にできる土壌、そのような真のインター

ネットのオープン性を維持したいと考えています。また、

通信業界には、この10年を俯瞰（ふかん）した際に感じら

れる大きなパラダイムシフトがあります。日々進むブロード

バンド化と通信網のIP化により、従来、レイヤーやサービス

の種類によって分けられていた通信界の既成概念が崩れつ

つあるということです。そして今まで別物であった概念が融

合（convergence）して提供されるサービスの登場する世界

が、「Internet2.0=インターネットの第2フェーズ」です。

2006年12月5日に開催した「IP Meeting 2006」では、

『このInternet2.0の世界とは果たしてどのような世界なのか、

そしてそれを見据え、インフラに関わる各人が、今、一体

何をすべきかを共に考えよう』という目標を掲げました。

まず、江崎JPNIC副理事長より、Internet2.0を考えるに

あたり、以下の「五つの質問」が参加者全員に提起されま

した。

1. インターネットにおいて誰がステークホルダーであるか。

2. インターネット資源は一体誰のものであるか。

3. そのインターネット資源を誰が提供するのか。

4. どのようにグローバルに展開していくのか。

5. 今後、新サービスの可能性をどのように創造/担保して

いくのか。

このあと紹介するコ

メントは、今回の講演

者・パネリストが述べ

た「Internet2.0に向け

ての考察、思い」をま

とめたものです。皆様

も上記の五つの質問を

念 頭 に 入 れ つ つ 、

Internet 2.0の世界を想

像してみてください。

Internet2.0に向けて
変貌するネットワーク社会を見極める
～ IP Meeting 2006の議論から ～

モデレータを務める後藤JPNIC理事長

浅羽登志也
株式会社インターネットイニシアティブ

取締役副社長

原点回帰

近藤邦昭
まほろば工房/JANOG
（JApan Network Operators' Group）
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利用する人が幸せになる
ネットワークを
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ヤーの中でのコスト負担をいかに考えて縦方向の公正競争

を確保するかが重要となっています。

こういった市場の変化の中での「ネットワークの中立性」

は、通信レイヤーを他のレイヤーがいかに公平に利用でき

るかという「ネットワーク利用の公平性」と、ネットワー

クを増強するためのコストを誰がどのように負担するかと

いう「コスト負担の公平性」の二つの観点に分けられます。

つまり、P2Pに代表されるネットワーク利用の多様性を実

現しつつ、これを維持するための仕組みをどう確立するか

がポイントです。認証・課金機能や著作権管理、QoSの確

保などを行うプラットフォームの部分のオープン性を保ち

つつ、また、どういう場合であればネット上で特定のアプ

リケーションの機能を制約することが許容されるかといっ

た点も考察が必要になります。また、「端末」も非常に重要

なキーワードです。レガシーなネットワークでは、ネット

ワーク側でエンド-エンドの通信を制御することが常識でし

た。しかし、端末側でダイナミックにネットワークを制御

するという形態も重要であり、そのどちらも自由に選べる

形が今後のネットワークの柔軟な活用の在り方と言えます。

端末側の知性を活用することにより、端末とネットワーク

の責任分担がどう変わっていくのか、その時に出てくる社

会的問題点は何かといった点も考える必要があります。

ネットワーク上のトラフィックは非常に伸びています。

この急増にどう対応するかも大きな課題です。帯域占有率

が時間帯によっては上下とも8～9割に達しているところが

あります。注目されるのはP2Pの占める割合が高く、特に上

り帯域において占有率が高いという点です。日本はブロード

バンド基盤が最も整備され、FTTH化によって上り帯域も

拡大していますが、これらを背景にP2Pが爆発的に増加して

いると考えられます。これはコンテンツ・アプリケーション

というものが、いわゆるレイヤーの上から下に流れるとい

う形が崩れ始めていることを示しています。通信キャリア

が現在構築を始めているNGNも、レイヤー型の構造をとっ

ていますが、これに加えて、ネットワーク側とその外縁に

あるエンド側が対等の立場を持つネットワークの構築も必

要でしょう。このため、NNI（Network-Network Interface）

のオープン性をどう担保していくのか、通信レイヤーとそ

の上下のレイヤー間のオープン性をいかに担保するのか、

また端末との間のUNI（User-Network Interface）をどの

ように担保するのか、これらがいわば「ネット民主主義」

を確保するための検討課題です。マーケットメカニズムが

きちんと働いていればこういった問題はそもそも考える必

要がないのですが、もし競争が阻害される要素がどこかに

あり、市場のメカニズムがうまく働かないことが起こった

場合に、どこに着目してマーケットをモニタリングするの

か、そして、いかに競争阻害的な要素を排除するのかが重

要になっていくのです。

ボーダーレスという意味では、サイバーの世界は国境が

ありません。しかし国というものは依然として存在してい

ます。全ての国が同じ政策を取ることはありませんし、他

国と利益が相反する場合もあります。まさに国境のあるリ

アルの世界と国境がないサイバーの世界の境目で社会的な

システムの整合性が問われます。また、デジタルデバイド

という観点からは、ブロードバンドのアクセスをいかにユ

ニバーサルにするかを考えないと意味がない時代になりま

した。このため、ユニバーサルサービスの在り方について

も見直しが必要です。電話の時代と違って、インターネッ

トの世界では行政がなるべく口を出さないことが肝要です。

しかし、サイバーの世界でもリアルな世界と同様に、国と

国との利害衝突が生まれたり、ある国の規制が別の国の規制

に影響を与える可能性もあります。従って、インターネット

政策の分野でも、市場の公正競争を確保することはもとよ

り、それ以外の領域でも国益という観点から国が政策として

行うべき部分は相当あるのではないか、そしてネットワーク

の中立性の議論はこうした幅広い論点を含んだ議論の端緒

を開くものでないかと考えています。

携帯のマーケットは9,400万台という膨大な規模です。そ

の中でiモードやEZweb等のいわゆる、IP接続が可能なサー

ビスの利用者は、今や87%に上っています。この数字はPC

の国内台数、ブロードバンドサービスの契約数と比べても

相当な数です。誰にとっても「すぐそばにある携帯機」は
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人が幸せになるネットワークを皆で作っていきたい、とい

うのが私の考え方です。

「Internet2.0への期待」という意味では、今後もインター

ネットは我々のコミュニケーション基盤であり続けるだろ

うと思っていますし、そう期待しています。リアルの世界

とサイバーの世界がより融合し、人だけでなくいろいろな

モノがつながり、まだ誰にも思いつかない楽しい使い方が

出てくるだろうと思います。ただそうなると、インターネッ

トに接続する人・モノに、ますます性善説が通用しづらく

なるだろう、ということも実感しているところです。

インターネットは相互につなぎ、協力して遠くに運びま

しょう、というところから出発しています。そしてIPとい

う基盤は多様な使い方ができます。当初はシンプルに作る

ことの方が重要であり、「セキュリティ」や、パケットを運

ぶこと自体の「ビジネス」という点はあまり考慮されてい

なかったと思います。シンプルさが多様な使い方を生み出

す点を維持していくことが重要である反面、今後も我々の

コミュニケーションの基盤としてあり続けるには、現実世

界の原理原則を全く無視するわけにはいかないと思うので

す。従って、やはり「安全であること（セキュリティ、認証、

著作権等）」、並びに「通信基盤ビジネスとしても成り立たせ

る」という経済原則を、インターネットを2.0への高みに押

し上げるためにもしっかり議論していく必要があると考え

ます。

インターネットの世界の中で、IPを運ぶということを主

軸にしているプロバイダがビジネス的に差別化を図るには、

コンテンツ提供者やサービス提供者と密に連携しながらビ

ジネスをする必要があるのではないでしょうか。そういう

意味において、今後のステークホルダーはコンテンツ提供

者と利用者がなるのではないかと思います。

ビジネスと言えば、課金の話も重要です。私も流すべき

トラフィックはどんどん流せという考えには賛成です。た

だ、平均ベースに料金体系を構築している以上、事業者の

良心から、少なく使っている人と多く使っている人との不

公平感は感じています。トラフィックを増やしている原因

が一部のP2Pなので、みんな「P2Pが悪い」と端的に言って

いるんだと思います。

インターネットがある限り、新サービス創出の場は失わ

れません。ただ、全て透過に通信するという話については、

「どこまで必要か」の考慮が必要であると考えています。今

はIPv4でNATやFirewallがあるところでサービスするしか

ない状況です。そこでサービスを提供して儲かるのであれ

ば、多少のコストを払ってもいろいろと作っていく、うま

く障害を乗り越える方法を提供者は考えるのが現実論です。

インターネットの今後や本質を考えるにあたり、いかに経

済原則などの現実と理想との間を取るのか、この辺りは皆

様にも考えていただきたいポイントです。

現在総務省では、「ネットワークの中立性」をキーワード

に「ネットワークにおいて一体何が公平なのか？」を考え

ています。

従来、通信の競争政策では、サービスの種類あるいはモー

ド（通信形態）別に、特に物理的なネットワークとその上の

伝送サービスというレイヤーを中心に公正な競争が実現す

るか否かを考えてきました。しかしIP化・ブロードバンド化

により市場が統合され、競争環境に変化が生まれています。

その一つが「水平的な」市場統合、つまり、音声・データ・

映像を分ける意味、固定と移動を分ける意味、あるいは距

離区分で分ける意味がなくなりつつあるということです。

二つ目は「垂直的な」市場統合です。プラットフォーム・

コンテンツ・アプリケーションまで含めた垂直統合型の

ビジネスモデルが生まれてくる中で、それぞれのインター

フェースをどのようにオープンに保ち、レイヤー間やレイ

特集 2 Internet2.0に向けて 変貌するネットワーク社会を見極める
～ IP Meeting 2006 の議論から ～

外山勝保
日本電信電話株式会社
情報流通プラットフォーム研究所
グループリーダ

インターネットがコミュニケーションの
基盤であり続けるために

谷脇康彦
総務省総合通信基盤局
料金サービス課長

ネットワークにおいて、
一体何が公平か

渡辺文夫
KDDI株式会社
技術統轄本部技術開発本部長

携帯のIP化と
The Internet
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Internet2.0 を考えるにあたり、四つの論点を提示しま

す。「Everything on the Internet（インターネット上に全て

が乗る）なのか」「安価で世界のみんなをつなぐというこ

と」「世界のみんなをつないだ副作用」「ロングテイルを伸

ばす新技術」ということです。

まず、「Everything on the internetなのか」を考えま

す。今までインターネットはICTの主要要素でありました。

しかし今後、様々な事業者が経済合理性に基づきビジネス

を展開するにつれ、インターネットを経由しない通信トラ

フィックが増えていくのではないかと思います。例えば

「IPTV」「コンテンツデリバリーネットワーク（CDN）」のよ

うな事業が急激な成長を遂げています。IPTVのようなリッ

チコンテンツは広告によって大きな収入を得ることができ

ます。リッチコンテンツは広帯域を要しますし、コンテンツ

の価値を維持するためにはコンテンツをより確実な手段で

お客様の手元まで届けたいと考えるでしょう。これを実現

するためにはコンテンツの配送を行う専用のネットワーク

をお客様の近くまで設けることになります。「放送通信融

合」というキーワードでも、放送がインターネットに乗る

か乗らないかという話があります。規制や法律など政策的

な問題がありながらも、マルチキャストが全インターネッ

ト的に普及したら不可能な話ではないと思いますが、現段

階では閉域IP通信網を放送に利用するという局面の議論が

展開されています。放送に限らず、しばしばインターネッ

トとインターネットではない閉域IP網が混然として語られ

ることが多いですが、この二つを明確に分けて考えること

が必要だと思います。

次に、「安価で世界のみんなをつなぐ」ことを考えます。

インターネットは儲からないという声をしばしば耳にしま

す。その割に、世界のみんなをつなぐためのグローバルな

調整は大変です。世界中には先進国もあり発展途上国もあ

ります。先進国からみたときに、発展途上国につながるこ

とはビジネス的な観点からいうとそこまで重要視されない

だろうと思うと、「世界のみんなにつながる」というのは一

見メリットに比べて重たいもののように見えます。しかし

ながら発展途上国の側から見ると、インターネットへのア

クセスは「発展に向けた知識へのアクセス」という至上のも

のと捉えられています。私もこの「世界のみんなにつながる」

ことの重たさに途方に暮れそうでしたが、インターネットに

つなぎたいと思った人々自身が自分たちの力でつなぎに来

るというのが今までインターネットが広がってきた流儀で

あったことを思い出して立ち直りました。インターネットコ

ミュニティはインターネットにつながるための知識や経験

をミーティング等を通じて提供するという形で既にかなり

の手助けをしています。しかしそれでも回線などの設備投

資や、「それでは国際回線の価格差をどう克服するのか」と

いった経済原理だけでは解決できない問題も存在していま

す。国際的な公共政策として何らかの手当てが必要なのか

もしれません。

また「世界のみんなをつないだ副作用」も起こります。皆

をつなぐことにより、トラフィックは増大し、スパムメール

もセキュリティ脅威も増しました。最近大きな問題は「P2P

ファイル共有」です。必ずしも使うかどうかわからないファ

イルを共有するという事象が、膨大で無用なトラフィック

や著作権コントロールの問題を生みました。インターネット

を安心して使ってもらうために、堅牢性やセキュリティ、

著作権管理をもう少しまともにする必要があります。さも

ないとインターネットは使えないものになります。10Gbps

を越える回線が欲しいという風潮もありますが、不正・無

用なトラフィックを制御できれば、今はそこまで逼迫（ひっ

ぱく）度も高くないかもしれません。

ユビキタスネットワークや無線技術は、「Anyone to

Anyone」を「Anyone everywhere to Anyone everywhere」

「Machine to Machine」に変える技術です。インターネット

につながるのはAnyoneではなくAnythingになり、小さな

ユーザーやモノがどんどん増えています。モノがインター

ネットにつながると何が嬉しいのか、安い帯域として使う

のか、あるいはあらゆる情報を集めてデータマイニングす

るのか等、どう利用するかがポイントになり、場合によっ

ては人間の情報行動や技術の使い方を再設計しなければな

らないこともあります。しかし「インターネットの本質」
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インターネットを語る上でも大きな存在と言えるのではな

いでしょうか。

面白いデータがあります。「コンテンツをどこから購入す

るか」というデータです。いわゆる「物品」の購入ではパソ

コンからの購入が多いのに対し、音楽等の「デジタルコン

テンツ」の購入では携帯からの方が圧倒的に多いのです。

欲しいと思った時、時間と場所を選ばず気軽に購入するに

はやはり携帯が向いています。さらに、携帯は「事業者が

きちんと管理している個人を認証するデバイス」としても

評価されています。つまり、携帯の中にダウンロードした

ファイルの管理が著作権者の意図した通りに可能であるこ

とが、著作権保有者にも理解されています。こうして、有

料の音楽ダウンロードはCDの販売とほぼ同じレベルのかな

りのビジネスサイズとなっています。また、「携帯でどんな

サービスを使いたいですか」という調査では、「音楽プレイ

ヤー」「GPS」「TV放送受信」「おサイフケータイ」「FM ラ

ジオ放送受信」等の支持が高くなっています。お気づきの

通り、これらは「通信」ではありません。携帯機は今後、

個人の認証デバイスとして使う機会も増え、もはや「単なる

通信装置ではない」ことが明らかです。

今の移動体と固定のネットワーク、また電話網とデータ

網は、過去の経緯から基本的には別々のネットワークです。

しかし使う側から見ればそれぞれの区別を意識したいとは

思いませんし、また区分けしておかなくてはいけない本質

的理由は今やどこにもありません。そういったことから

KDDIではネットワークを統合するプラットフォーム「ウ

ルトラ3G」の開発を進めています。「FMBC（Fixed, Mobile

& Broadcasting Convergence）」と呼んでもよいでしょ

う。固定系の方がNGNと呼ぶ概念と同じですが、移動体的

世界がより色濃い主体となった発展です。この将来プラッ

トフォーム構想について、「インターネットとの関係」が取

りざたされることがありますが、今と位置関係は大幅に変

わるものではないのではないと想定しています。インター

ネットとはその伝送部分で相互に接続しあいます。事業者

間ネットワークはNNIでつながり、また、サービスデリバ

リープラットフォームもきちんと作られます。これらが全

てアクセスには非依存で、固定も移動も有線も無線も全部

がまぜこぜで自由に使えるようになるだろうと思います。

また「放送」との協調では「IP over デジタル放送」を開

発しています。これは、「放送のデジタル化」ではなく「放

送波の上にIPパケットを乗せる」ことです。リターンリンク

も携帯や有線といろいろな可能性が広がります。この面白

さは、放送でIP上のコンテンツが配信可能ということです。

放送の持つ同報性と同期性が、インターネットの持つ双方

向性とコンテンツの豊富さをうまく利用できる方策となる

のです。

IP化のネットワークは、ビジネスモデル的には回線交換の

時代、あるいはISDNの時代とは全く異なります。高速サー

ビスはやればやるほど赤字になるコスト構造になりがちで

す。そういう理由もあり、携帯業者は垂直統合ビジネスモ

デルをとっていました。著作権管理と個人認証をきちんと

して垂直統合的に音楽ダウンロードを提供することにより、

新しいマーケットが成長しました。さらに可能性を広げる

観点から、今はオープン化も進めています。単なるオープン

化にとどまらず、一気に解体して水平分業型にすべきとの

声もあります。しかし我々はそのような垂直／水平択一議

論が良いとは考えていません。おそらく当面はオープンモ

デルとクローズモデルが並存していき、連携分業型のモデ

ル、つまりアライアンス型のモデルが重要と考えます。こ

の辺りのバランスが取れないとビジネスにならず、事業継

続もできません。事業継続できないということは基本的な

インフラを皆様に提供できないことを意味します。お金を

払う人と受け取る人の両方がハッピーでなければ経済原理

は成り立たちません。マクロな意味で経済として動く状態

が作れなかったら全員がアンハッピーになります。どこか

に「経済的にバランスの取れた」点があるはずです。全体

を発展させ、安全なインターネットにしていくということ

からも、分業連携型、取引用語で言うなら「相対」型が必

要です。様々なニーズにきちんと対応できる必要がありま

す。例えば、何が何でもとにかくパケットを届けろという

意味でのベストエフォートタイプと、自分の要求通りの品

質で通信したい（逆に要求以下なら通信しない）というハ

イグレード品質の二つのニーズを満たさねばならないこと

もあるでしょう。この経済原理が働いているという状況で、

かつ、競争原理が適切に担保出来ているという状況であれ

ば、あとのサービスの創造はネットワークの仕掛けではな

く、人間の知恵や独創性や想像力というものにかかってい

ると言えるのではないでしょうか。

前村昌紀
JPNIC
IPアドレス担当理事

インターネットの
真の国際化とは

特集 2 Internet2.0に向けて 変貌するネットワーク社会を見極める
～ IP Meeting 2006 の議論から ～
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がマルチメディア性やコンテンツのリッチネスにあるので

はなく、グローバルにAnyone to Anyoneで自由な通信を

実現するところにあるとすると、こういった特性をフル活

用してビジネスを組むことで、様々な可能性を生みだせま

す。この辺でインターネットは「ロングテイルを伸ばす新

技術」とも呼べそうです。

インターネットは「外交官モデルではなく劇場モデル」

です。これは、一つの決め事をするにも、テーブルの上や

下で個別に交渉するのではなく、皆の前で発言して情報や

技術を共有し、協力して動かすという文化です。一つ一つ

のネットワークの要素技術は囲い込み戦略を取りがちで閉

鎖的なものですが、「インターネットの技術」とは「この閉

鎖的な要素技術をつなぐための、社会で共有される技術」

です。真にグローバルなネットワークとなるためのインター

ネットの真骨頂は、その社会的な技術に我々がどうアプロー

チをし、この劇場の上でいかに立ち回るかで発揮されるの

ではないでしょうか。

未来を考えることは、我々が、現在の自分自身の立ち位

置を明確に知ることでもあります。立ち位置を知るために、

「ステークホルダーは誰か」「どのようにグローバルに、新

しいビジネスの創造性を担保していくか」を考えることが

キーポイントとなります。皆それぞれ立場の違いがある中

で、少なくとも「Internet2.0」に向けた問題意識や見通し

などは、実はそれほど食い違っていないのではないでしょ

うか。インターネットの健全な発展を願い、そしてユニバー

サルという方向に向かって歩む方向性は同じです。現状の

課題には「セキュリティ」「コスト分担」「ガバナンス・資

源管理」「モラル・リテラシ」「地域格差」等のさまざまな

観点からの問題点がありますが、歩む方向性さえ同じであ

れば、技術の役割、コミュニティの役割、政府の役割等、

それぞれの役割の中で自分がやるべきこと、またそれに向

けた解決アプローチはおのずとわかるものなのかもしれま

せん。誰しもが変化を受け入れ、そして乗り越えるために、

皆で協力することが必要です。

IP Meetingで使用した資料類は、以下のWebページで公

開しております。ご興味のある方はこちらをご覧ください。

http://www.nic.ad.jp/ja/materials/iw/2006/main/ipmeeting/

（JPNICインターネット推進部 根津 智子）

（注：各講演者のコメントの内容は、当日の話をもとに編集

を行ったものです。また、各講演者の肩書は2006年12月5日

開催当時のものです。）

特集 2 Internet2.0に向けて 変貌するネットワーク社会を見極める
～ IP Meeting 2006 の議論から ～

東京大学情報基盤センター助教授 加藤 朗 

イ ン タ ー ネ ッ ト  

歴史の一幕 歴史の一幕 I n t e r n e t  H i s t o r y

　1986年を過ぎるとJUNET※1の接続数も増え、モデムも

300bpsのものから2,400bpsのもの、さらには9,600bpsの

データ転送が可能なものに更新され、扱う電子メール、電子

ニュース量は増大していました。しかし、直接IPが届き、いろい

ろな分散処理が瞬時にできる、という環境は、各組織内部に

限定されていました。そのため、広域分散環境の研究といって

も、実際の環境での評価はなかなかできなかったわけです。こ

れを打開するためには、組織間を専用線で結び、IPが通る環

境を構築することが必要でした。これを実現するために

JUNETの開発に関連していた連中を中心に始まったのが

WIDE Projectです。 

  

　最初のリンクは1987年に東京大学大型計算機センター（当

時）と東京工業大学工学部情報工学科間の64kbps高速デ

ジタル専用線で、Sun-3/260にSCPというシリアル同期通信

ができるカードを装着したものが使われました。やや遅れて東

京大学大型計算機センターと慶應義塾大学理工学部数理科

学科（当時）の間にも64kbpsの回線が開通しました。これに

よって、それまではすぐに返事を書いても配送されるまでに数

時間かかっていた電子メールがほぼ瞬時に届くようになり、そ

の他のアプリケーションも帯域は限られているとはいえ、学内

の延長として使えるようになったのは大きな驚きでした。 

  

　当初、ネットワークは海外のインターネットには接続されてな

かったので、適当な IPアドレスを使っていました。そのため、「正

規」のIPアドレスを取得し、それに移行することが必要になり

ました。これが、現在のJPNICの前身である「IPアドレス割り

当て調整委員会」が発足するきっかけになりました。 

  

　また、勝手なアドレスを正規のアドレスに移行することも必

要でしたが、当時筆者が大学院生だった東京工業大学では、

情報工学科のアドレス移行は割合瞬間的に行われましたが、

他の学科を説得したり、また学外からパケットが直接飛んでく

ることに対する懸念の声もありました。丁度ワークステーション

をルータにしていましたので、IPを転送する部分のコードを書

き換え、宛先アドレスによる転送の制限や、IPヘッダのアドレ

ス書き換えおよびTCP/UDPのチェックサムの補正ができるよ

うにしました。ftpのストリームのoffset変動に対する補正など

は組み込まれておらず、アドレスの変更もKernelの再コンパイ

ルが必要になるなど、不十分なものでしたが、JUNETの電子

メールの配送には大きく貢献しました。おそらく世界で最初に

開発されたNATではなかったかと思います。 

  

　その翌年の1989年になると専用ルータProteon 4100を

用いて、慶應義塾大学とハワイ大学がPACCOMというプロジェ

クトの援助を得て接続されるようになり、回線速度は64kbps

でしたが、当時としては画期的な「高速」回線でTISNとほぼ

同時期にインターネットの仲間入りをした次第です。この当時

の主要なアプリケーションは電子メールとftpでした。また、当

時は経路制御プロトコルとしてはRIPが使用されていました。

これがBGPになるのは1992年になってからのことです。 

  

　帯域や実ユーザ数は現在とは比べものにならないぐらい限

られたものでしたが、アメリカの大学に留学しなくてもインター

ネットが使える環境を手にすることができた意義は非常に大き

かったと思います。それまでは、“仮に繋がったとすると”とい

う仮定で議論するしかなかったわけですが、それが実際に動き、

評価され、予想していない問題が指摘されると新たな研究課

題が生まれます。ネットワークが繋がれば終わるだろうという指

摘もあったWIDE Projectが今日も活動を続けている理由は

ここにあります。 

※1『JPNIC Newsletter No.29』インターネット歴史の一幕：JUNETの誕生 
http://www.nic.ad.jp/ja/newsletter/No29/060.html
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遠隔で参加した江崎JPNIC副理事長




